
  



鎌ケ谷石材展 原始･古代から近･現代までの石材資料いろいろ 

【展示の趣旨・内容】  

万福寺板碑が令和 6 年 2 月 14 日に鎌ケ谷市指定文化財になったことを記念して、万福

寺板碑をはじめとして、市内の板碑のほか、市内の代表的な遺跡から出土した石器、市内

に所在する近世から近・現代の石造物など、石を材料とした資料を紹介する展示です。  

【展示内容】 

(１) 鎌ケ谷の石材資料マップ  

 (２) 原始・古代の石 ～石器いろいろ・旧石器時代、縄文時代の石器～  

 (３) 中世の石 ～板碑いろいろ・万福寺板碑と市内の板碑～  

 (４) 石の神様・仏様 ～石造物いろいろ・市内に残された祈りの形～  

 (５) 石造物にみる鎌ケ谷の近･現代 ～記念碑と標柱・明治、大正、昭和の歴史を物語る～ 

【展示資料】 

① 石造物  市内各地に残されている庚申塔、馬頭観音塔 

などの石塔や記念碑の中から選りすぐりの石造物を、パネ 

ルで展示します。写真でしか見られない資料もあります。  

② 万福寺板碑の調査と板碑の紹介 

 指定文化財となった万福寺板碑の発掘 

調査をパネル展示で紹介。あわせて万福 

寺板碑と市内  発見の年代のわかる板碑を  

一堂に展示します。（一部は常設展示） 

③ 各種標柱等 新京成の前身である鉄道第二連隊の敷地と 

民有地の境界に埋め込まれた「陸軍」境界標の実物を展示。  

また、大正 8 年(1919)に定められた道路法により設置された 

「鎌ケ谷村道路元標」の実物大写真パネルを展示します。 

④ 市内の遺跡から出土した石器   これまでに市内で行 

われてきた発掘調査により、おもに旧石器時代及び縄文時代 

の遺跡からはいろいろな種類の石器が発見されています。 

それらの中から代表的な石器を展示します  

※一部常設展示室内での展示になります。  

 

馬に 乗っ た馬 頭観 音  

塔（ 個人 敷地 内）  

ギャラリートーク  事前申し込み・定員 7 名（申込先着順）各日とも午後 2 時から午後 3 時（予定）  

7 月 28 日（日）、8 月 6 日（火）、8 月 23 日（金）、9 月 7 日（土）申し込みは電話で郷土資料館へ  

 

鎌ケ谷市郷土資料館 第 28 回ミニ展示  万福寺板碑「鎌ケ谷市指定文化財」指定記念 

千 葉 県 北 西 部 の 一 部 で 見 ら れ

る二 手青 面金 剛像 の庚 申塔  

鎌ケ谷村道路元標  万福寺板碑の調査状況  

万福 寺板 碑・種 子板 碑(左)

と題 目板 碑(右) 


